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消防だより
ホームページ
�http://www.town.shibecha.�hokkaido.jp/~sfsma/

標茶消防署☎485-2021

　毎年冬になると、沿道建物などからの落氷雪による死
傷事故が多発しています。
　皆さんも冬期間の生活には苦労してると思いますが、
冬期間の通行を円滑にし、事故を無くすため、次のこと
に注意してください。
①�屋根の雪や氷、つららが道路に落ちるような建物には、
落雪などによって事故が起きないよう、丈夫な雪のす
べり止めなどを付けるようにしてください。
②�雪のすべり止めを付けても、強さが足りなかったり、
針金などが古くなり錆び付くと、壊れて落ちることも
ありますので、雪が多くなる前に必ず点検し、悪いと
ころがあれば早く修繕するようにしてください。
③�屋根の雪や氷、つららは、気温の上昇や降雨時には特
に落ちやすくなりますので、早めに取り除くようにし
てください。
　�なお、雪下ろしなどをする場合は、歩行者などに危険
のないよう十分に注意してください。
④�屋根から大量の雪が落ちた時は、すぐに事故がないか
どうか点検し、歩行者の通行の支障にならないよう取
り除いてください。
⑤�敷地内の雪を道路に出すと、歩行者などは迷惑します
ので、出さないようにしてください。
⑥�気温が高くなると歩道に屋根の雪やつららが落ち、歩
行者に危険を及ぼす恐れがありますので、次のことに
注意してください。
・�屋根の軒下の通行はできるだけ避け、通行するときは
十分注意してください。　
・�小さなお子さんが、歩道で遊ばないように指導してく
ださい。
⑦�ビルの壁や窓枠、突出看板などからの落氷雪は少量で
も危険ですので、付着した雪や氷を取り除くようにし
てください。
■�問い合わせ／釧路開発建設部弟子屈道路事務所（☎
482-2327）、釧路建設管理部弟子屈出張所（☎482-
2147）、弟子屈警察署（☎482-2110）、役場総務課交通
防災係（２階⑫番窓口☎485-2111内線213）

平成25年 火災・救急出動件数

単身高齢者宅防火点検
に伺います

　平成25年の火災件数は平成24年と比べて６件増
の９件で、救急件数は63件減の300件となってい
ます。
　まだまだ寒い時季が続き、暖房機器の使用も多
くなると思いますが、火災・事故などが起きない
ように取り扱いには十分注意しましょう。

　標茶消防団女性部では、２月17日㈪〜21日㈮ま
で標茶市街の単身高齢者宅を訪問し、防火点検を
実施します。
　安全な暮らしを祈念し、毎年恒例の防火グッズ
を配布しますので、ご協力をお願いします。

▽平成25年火災発生状況

種　別 件数 焼損面積・台数 損害額（千円）

建　物 4 床面積　299㎡
表面積��0.44㎡ 4,399　

林　野 0 0 0　

車　両 3 3台 3,410　

その他 2 0 178　

合　計 9
床面積��299㎡
表面積 0.44㎡

3台
7,927　

▽平成25年火災によるり災状況

死者 負傷者 り災世帯 り災人員

０ 1 2 5

▽平成25年救急出動状況

種　別 出動件数 搬送人員

急 病 146　 141　

交 通 事 故 21　 23　

一 般 負 傷 31　 28　

そ の 他 102　 93　

合　　計 300　 285　

　開拓時代の証言と共に、開
拓の苦難を共に歩んだ道具の
数々を展示しています。２月
の展示会場と開催期間を紹介
します。

平成25年度　歴史移動展
標茶に生きる

屋根からの落雪事故防止などのお願い

展示中の農耕馬模型

日程　２月   ４日㈫～10日㈪…沼幌小学校
12日㈬～17日㈪…久著呂中央小学校
18日㈫～28日㈮…図書館

開拓道具と当時の生活
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■
12
月
11
日　

役
員
会

■
１
月
16
日　

役
員
会

■
１
月
23
日　

理
事
会

予
　
　
定

　

昨
年
12
月
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
う
ぃ
ず
で
開
催
さ
れ
た
第

45
回
標
茶
町
社
会
福
祉
研
究
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
釧
路
歯
科
医

師
会
専
門
理
事
で
あ
る
岡
田
実
継

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
在
宅
高
齢

者
歯
科
医
療
と
地
域
の
関
わ
り
」

と
題
し
て
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

肺
炎
と
口
腔
ケ
ア
の
話
を
皮
切

り
に
、
歯
周
病
と
全
身
と
の
関
わ

り
や
口
腔
ケ
ア
の
基
本
、「
自
分

の
歯
」
と
「
入
れ
歯
」
の
重
要
性

な
ど
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

糖
尿
病
と
歯
周
病
の
関
係
は
、
お

互
い
に
悪
さ
を
し
て
し
ま
う
関
係

に
あ
り
、
い
か
に
歯
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
認
識
し

ま
し
た
。
ま
た
、
歯
が
多
く
残
っ

て
い
る
人
ほ
ど
医
科
診
療
費
が
少

な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
そ
う
で

す
。

　

講
演
を
聞
い
て
、
歯
磨
き
を
き

ち
ん
と
し
て
歯
を
大
事
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

■
３
月
２
日　

女
性
の

　

つ
ど
い

　

標
女
連
の
今
年
度
の
活
動
も
、
町
内

の
皆
さ
ん
の
参
加
協
力
を
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
、
ど
れ
も
大
盛
況
で
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
女
性
の
つ
ど
い
」
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
企
画
に
も
力
を
入
れ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

来
年
度
も
ま
た
標
女
連
の
役
割
と
し

て
皆
さ
ん
の
元
気
を
伝
え
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

女性活動の合いことば
一、手と心をつなぎ、明るく豊かな町をつくりましょう。
一、互いに人格を認めあい、奉仕の心を養いましょう。
一、からだをきたえ、人生に希望と誇りをもちましょう。
一、お年寄りを敬い、子供を愛し、円満な家庭をつくりましょう。
一、力を合わせて、薫り高い郷土の文化をつくりましょう。

「
標
茶
町

  

社
会
福
祉
研
究
大
会
」

　
　
　
　 

に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
参
加
者
報
告
　

標茶町女性のつどい開催のお知らせ 《参加者大募集》です！

　今までは各町内会地域会女性部のみが加入対象
でしたが、個人加入もできるようになりました（会費
はありません）。どうぞお気軽に加入してください。
　　　　　■申し込み／山口鈴代（☎ 485-2209）
　　　　　　　　　　　長部祐子（☎ 485-1004）

　今回の女性のつどいの講演会は、自分たちの住
んでいる標茶町をもっと知ろうということで、町
史編さんに長く携わっておられる橋本氏をお迎え
し、講演会を企画させていただきました。是非皆
さんお誘い合わせの上、参加してください。また、
男性の多数の参加もお待ちしております。

■と　き／３月２日㈰
■ところ／コンベンションホールうぃず
■内　容／
◯午前　講演会　橋本　勲「標茶の歴史を聞く」
◯午後　アトラクション「ハープの演奏」
　　　　フリーマーケット

広
報
委
員
会
よ
り

個人加入を受付しております


